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　要旨：精神神経科領域の治験において，被験者募集の手段として広告媒体を用いることが多い．当院の

精神神経科においても，対象疾患が異なる複数の治験が，広告媒体を用いた被験者募集の形で行われてい

る．当院の特徴として，被験者候補の初期対応を治験コーディネーターではなく，治験分担医師が直接

行っている点が挙げられる．今回，広告媒体を介して治験に応募してきた被験者候補の実態調査と受診お

よびエントリーの有無にかかわる因子の分析を行った．当院精神神経科においては，２００２年から２００６年の

約５年間で，広告媒体を用いた被験者募集の５つの治験が行われていた．電話で当院へ受診予約した被験

者候補の受診率は３２.５％，受診者の治験エントリー率は５０％であった．コールセンターあるいはウェブサ

イトへ連絡した日から受診日までの日数が，短いほど治験へのエントリー率が有意に高かった（p＜０.０５）．

受診後，治験の参加基準に合わず，治験に参加できなかった被験者１９人の中で，他治験へ移行できた被験

者候補は８人（最終治験エントリー率は７１％），通常の診療を受けることになった被験者候補は４人であっ

た．今回の調査では，早期に受診を希望する被験者ほど治験に参加できる要件を満たしていた．同時期に

複数の治験を行っている利点として，被験者候補が希望する治験へエントリーできなくても，他治験へス

ムーズに移行でき，治験エントリー率の向上につながった．CRC に代わって医師が被験者候補の連絡窓

口になることで目的治験に参加できなかった被験者にも他治験や通常治療などの適切な選択肢を提供でき

た．
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